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友 だ ち
た  く さ ん
つ  く る  ぞ  ー ！

お  べ  ん き ょ う
が ん ば り
ま  す ！

体 育 祭 な ど の
行 事 を が ん ば り
た  い  で  す ！

中 学 生 に
な り ま し た ！
勉 強
が ん  ば  り ま  す ！

町 独 自 の 手 厚 い 子 育
策 、  地 域 のラ ン テ ィる 授 業 なじ た

民 皆 さ ん と の 協 働 で
心 を 守 り 、  若 い 世 代て の 希 望 を 叶子 ど も た教 育

合 計 特 殊 出 生 率 と は ． ． ．

１ 人 の 女 性 が 生 涯 に 何 人 の 子 ど も を 産 む か を 表 す 数 値 。

1 5 歳 か ら 4 9 歳 の 女 性 の 年 齢 別 出 生 率 を 合 計 し た も の で 、
平 成 3 0 年 の 日 本 全 体 で の 合 計 特 殊 出 生 率 は 1. 4 2 。
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● 奈 義 町 の 出 生 数 と 合 計 特 殊 出 生 率 の 推 移

合 計 特 殊 出 生 率
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元（ 年 ）

出 生 数 合 計 特 殊 出 生 率

「 2. 8 8 」 達 成 ！

保 育 園 、 幼 稚 園 、 小 ・ 中 学 校 で 入 園 ・ 入 学 式

を 行 い ま し た 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 防

止 の た め 、 来 賓 は 招 か ず 、 規 模 を 縮 小 し て 行 い

ま し た が 、 子 ど も た ち は 希 望 に 満 ち た 笑 顔 で 元

気 に 初 登 園 、 初 登 校 し て い ま し た 。 た く さ ん の

友 だ ち と 先 生 に 囲 ま れ て 、 様 々

な 経 験 を 通 し 、 大 き く 成 長 し て

い く 子 ど も た ち を 地 域 の 皆 さ

ん で 見 守 り ま し ょ う 。

子 ど も た ち は  元  気  に

入  園  ・  入  学  し  ま し  た ！
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元 気 に
成  長 し て ね ！

お 兄 さ ん  、
お  姉 さ ん た ち と
仲 良 く
成  長 し て ね ！

か け っ こ
が ん  ば  る ぞ ！

お 友 だ ち
た  く さ ん
作  ろ う ね ！

お 歌 と 踊 り
が ん ば り
ま  す ！

お  兄 ち ゃ ん や
お  姉 ち ゃ ん た ち と
仲  良 く
過  ご  し て  ね ！

す く す く
健 康 に
育  っ て ね ！

お 友 だ ち と
元 気 に
成  長 し て ね ！

姉  弟  仲 良 く
大 き く
な っ て ね ！  

お 友 だ ち
た  く さ ん
作  ろ う ね ！

部 活 と 勉 強 の
両 立 を
が ん  ば  り ま  す ！

奈 義 町 は 、  町
て 支 援 策 や 定 住 化 施方 々 に よ る 教 育 支 援 ボア 、  小 中 学 校 で の 特 色 あど 、  子 育 て 世 代 の ニ ー ズ に 応き め 細 や か な 支 援 策 を 行 い 、  全 国的 に も 高 い 合 計 特 殊 出 生 率 を 維 持し て い ま す 。

近 年 の 奈 義 町 の 合 計 特 殊 出 生 率
は 、  平

成

2 6年 の ２ ・

8 1と な っ て い

ま し た が 、  令 和 元 年 は 、  そ れ を 上 回る  「 ２ ・

8 8」  と な り ま し た 。

今 後 も 、  町 民
地 域 の 安 全 ・ 安 心の 結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育え る 施 策 や 、  未 来 を 担 うち の 健 や か な 育 成 、  魅 力 的 なの 充 実 を 進 め ま す 。

ま た 、  働 く 場 所 や 住 ま い の 確 保 、
交 流 人 口 の 増 加 を 図 り 、  移 住 ・ 定住 施 策 を 行 い 、  暮 ら し や す い 町 づく り を 進 め て い き ま す 。

令 和 元 年 奈 義 町

合 計 特 殊 出 生 率 「 2. 8 8 」 達 成 ！

3 2 0 2 0 年 ５ 月 号



策 給 付 金

● 商 店 ・ 事 業 所 の 皆 様 へ ●

新 規 ナ ギ フ ト 加 盟 店 を 募 集 し て

い ま す 。 ぜ ひ 、 ご 加 入 く だ さ い 。

報 　 告

〈 専 決 処 分 の 承 認 に つ い て 〉

・ 奈 義 町 介 護 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

・ 奈 義 町 固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

　 条 例

・ 奈 義 町 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

・ 奈 義 町 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

全 て 承 認

〈 専 決 処 分 の 報 告 に つ い て 〉

・ 奈 義 町 監 査 委 員 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

報 告 の み

議 会
第 １ 回 臨 時 会

4 月 1 0 日

補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）

● 補 正 内 容

【 歳 出 】

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 費   4, 0 0 0 万 円

学 校 管 理 費 2 0 0 万 円

予 備 費 △ 2 0 0 万 円

【 歳 入 】

奈 義 町 財 政 調 整 基 金 繰 入 金   4, 0 0 0 万 円

  会 計 名  補 正 額  補 正 後 予 算 額

  一 般 会 計 4, 0 0 0 万 円  4 5 億 7, 0 0 0 万 円

● ナ ギ フ ト 加 盟 店
　 　 （ 4 月 2 4 日 現 在 7 1 店 舗 、 敬 称 略 ）

阿 黒 商 店 ㈱ 浅 野 呉 服 店

㈱ 芦 田 建 設 芦 田 鈑 金 塗 装

有 宗 自 動 車 工 業 有 元 商 店 （ 富 屋 ）

安 藤 商 店 魚 清

ウ ッ デ ィ ラ イ フ 草 苅 （ そ ば カ フ ェ 木 楽 ） ㈲ 永 峰

㈱ エ コ プ ラ ン ニ ン グ ㈲ 大 内 電 器

㈲ 大 内 商 店 ㈱ 大 橋 商 店

居 酒 屋 は ん に ゃ オ ー ト サ イ ク ル 奈 義

オ ー ト サ ー ビ ス C a fé ＆ D e li  C H U R R O

㈲ カ ー デ ィ ッ ク 川 端 理 容 店

カ ラ オ ケ バ ー Ri n く る あ ん 工 房

黒 田 自 動 車 整 備 工 場 健 康 整 体 ゆ ら く

寿 美 容 室 サ ロ ン ド ・ ビ ュ ー テ ィ ー 一 瑛

㈲ さ わ （ 民 宿 さ わ ） ㈲ さ わ （ 宴 会 さ わ ）

猪 鹿 家 C D ’S ＆ た こ や き も も ち ゃ ん

㈲ 食 堂 東 山 （ 那 岐 山 荘 ） ㈲ ス イ チ ホ ー ム ガ ス

ス ズ キ 薬 品 ㈲ ス タ ジ オ フ ォ ト ク リ ッ プ

タ イ ヤ セ ン タ ー ナ ギ 髙 村 ニ ッ ト 店

高 森 モ ー タ ー ス ㈲ 中 華 レ ス ト ラ ン ち ゅ ー

㈲ 辻 商 店 ㈲ 富 坂 設 備 工 業

鳥 越 理 容 院 中 島 自 動 車

㈲ 奈 義 ス イ チ 電 業 社 仲 屋

な ぎ 高 原 山 彩 村 企 業 組 合 那 岐 山 麓 山 の 駅

( 一 社 ) 奈 義 し ご と え ん ㈲ 奈 義 ス ズ キ カ ー セ ン タ ー

な ぎ み カ フ ェ 奈 義 町 観 光 協 会

奈 義 町 森 林 組 合 奈 義 ラ ン ド リ ー

二 宮 酒 店 ㈲ 阪 神 整 備

廣 友 鮮 魚 店 Ｂ － Ｅ Ｓ Ｔ Ｅ Ｔ Ｏ

ビ ュ ー テ ィ ー サ ロ ン テ ツ コ 美 容 室 ピ ュ ー ル

h ai r ＋ ef u ㈱ マ ス カ ッ ト 薬 局 奈 義 店

ま つ ぼ っ く り 円 山 商 店

㈲ 森 藤 石 油 店 森 安 呉 服 店

ヤ マ ザ キ シ ョ ッ プ 滝 本 カ フ ェ 山 桃

㈲ ヨ リ ザ ネ ピ ッ ツ ェ リ ア ラ ジ ー タ

ラ ン チ 部 屋 蔵 ㈲ リ ン デ ン バ ー ム

リ ン パ 療 法 セ ン タ ー 松 本

原 案 可 決

42 0 2 0 年 ５ 月 号



● 問 い 合 わ せ 先 　 情 報 企 画 課 　 ☎ 3 6- 4 1 2 6  ●

奈 義 町 緊 急 地 域 経 済 活 性 化 対

ひ と り ひ と り の  カ  ー ド に

5, 0 0 0 円 分
● 使 用  期 間 ●

令 和 ２ 年

４ 月 2 0 日 ㈪ ～ ７ 月 3 1 日 ㈮
※ ナ ギ フ ト カ ー ド を 紛 失 さ れ た 方 、 お 持 ち で な い 方 は 役 場 情 報 企 画 課 で 発 行 で き ま す 。

　 4 月 2 1 日 か ら 5 月 ８ 日 ま で の 予 定 で 、 役 場 で は 職 員 が 感 染 し た 場 合

で も 業 務 が 完 全 に 停 止 す る こ と を 回 避 で き る よ う 、 出 勤 時 間 を ず ら す

２ 交  代  勤  務  制  を 実  施 し て い ま  す  。

　 時 間 帯 に よ り 、 職 員 の 勤 務 人 数 が 少 な く 、 町 民 の 皆 さ ま に は ご 迷 惑 を

お か け  す る こ と も あ る と 思 い ま す が  、 ご  理  解 と ご  協 力 を お  願 い し ま す 。

● 窓  口 受  付  時  間 ： ８ ： 3 0  ～ 1 7 ： 1 5

●  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

　 感 染 症 対 策 に 伴 う

　  役 場 職 員 交 代 勤 務 の

　  お  知 ら せ

今 回 の 給 付 金 で 遠 方 に 住 む 、 娘 と 息 子 に

な ぎ ビ ー フ を 送 り ま し た ！ 普 段 は な か な か

買 う こ と が で き ま せ ん が 、 こ の 機 会 に 奈 義

の 特 産 品 を 送 る こ と が で き 、 う れ し い で す 。

● 利 用 者 の 声 ●

今 回 の 給 付 金 で お 店 を 利 用 し て く れ る 人 が 増 え

ま し た 。 カ ー ド を か ざ す だ け で 決 済 が  で き る の で

と て も 便 利 で す 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に 負 け ず に

こ れ か ら も が ん ば っ て 営 業 を 続 け ま す ！

● 加 盟 店 の 声 ●

円 山 商 店 さ ん

5, 0 0 0 円 給 付 し て く れ る の は 、 と て も あ り

が た い で す ！ 経 済 が 落 ち 込 ん で い る 今 、 こ の

よ う な  取 り 組 み は と て も い い こ と だ と 思 い ま

す  。 ポ イ ン ト も  貯  ま る し  、 い い こ と  尽 く し で  す ！

● 利 用 者 の 声 ●

感 染 症 対 策

イウ ル スナロコ型新

※ 今 回 給 付 し た 5, 0 0 0 円 は

　 ポ イ ン ト で は あ り ま せ ん 。

給 付 金 5, 0 0 0 円 の 残 高 は

加 盟 店 や 公 共 施 設 な ど 最 寄

り の  ナ  ギ  フ ト  端  末  に  か  ざ  す

と 確 認 で き ま す 。

5 2 0 2 0 年 ５ 月 号



・  長 寿 課 　 ☎ 3 6 - 6 7 0 0 ●

洗 い 残 し が 多 い と こ ろ

流  水  と  石  け  ん  で  手  洗  い  を  し  ま し  ょ う ！

正 し い 手 洗 い 3 0 秒 間 !!正 し い 手 洗 い 3 0 秒 間 !!

ド ア ノ ブ や 手 す り な ど さ ま ざ ま な も の に 触 れ る こ と に よ り 、

自 分 の 手 に も ウ イ ル ス が 付 着 し て い る 可 能 性 が あ り ま す 。

帰 宅 時 、 調 理 の 前 後 、 食 事 の 前 、

咳 や く し ゃ み ・ 鼻 を か ん だ 後 、 ト イ レ の 後 …

流 水 と 石 け ん で 手 指 を 洗 う と 「 手 洗 い な し 」 と 比 較 し て 、

ウ イ ル ス の 感 染 力 や 遺 伝 子 量 を 1 0 0 分 の １ 未 満 に

抑 え ら れ る こ と が 分 か っ て い ま す 。

● 爪  は  短 く 切  っ て  お  き ま し ょ う

● 時 計 や 指 輪 は 外 し て お き ま し ょ う

『 出 典 ： 首 相 官 邸 H P よ り 』手 洗 い の 前 に

石 け ん で 洗 い 終 わ っ た ら 、 十 分 に 水 で 洗 い 、

清 潔 な タ オ ル や ペ ー パ ー タ オ ル で

よ く 拭 き 取 っ て 乾 か し ま す 。

ア ル コ ー ル 消 毒 液 が 不 足 し て い ま す

基 本 は 手 洗 い

正 し い  手  の  洗  い 方

手 洗 い が  不 十 分 に
な り や  す  い と こ ろ  …

流 水 で よ く 手 を ぬ ら し た 後 、

石 け ん を つ け 、 手 の ひ ら を

よ く こ す り ま す

指 の 間 を 洗 い ま す

手 の 甲 を の ば す よ う に

こ す り ま す

親 指 の 手 の ひ ら を

ね じ り 洗 い し ま す

指 先 ・ 爪 の 間 を 念 入 り に

こ す り ま す

手 首 も 忘 れ ず に 洗 い ま す

④

②

⑤

③

⑥

①

や や 洗 い 残 し が 多 い と こ ろ

感 染 症 対 策

イウ ル スナロコ型新
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● 問 い 合 わ せ 先 　 こ ど も  

な い な ら 作 ろ う ！ マ ス ク 自 給 大 作 戦

手  作 り マ ス ク の 作 り 方
簡  単 2 0  分  で  で  き る ！

立 体 マ ス ク

平 面 マ ス ク な ら 、さ ら に 簡 単 ！

用 意 す る も の

● ダ ブ ル ガ ー ゼ （ さ ら し 、 シ ー ツ 、 ハ ン カ チ な ど で 代 用 で き ま す ）

●  ヘ ア ゴ ム や  手  芸 ゴ ム な ど の ゴ ム ２ 本 （  １ 本 3 0  ㎝ く ら い  ）

用 意 す る も の

● 横 4 5 ㎝ × 縦 2 0 ㎝ の 布 １ 枚

●  ヘ ア ゴ ム や  手  芸 ゴ ム な ど の ゴ ム ２ 本 （ １ 本 3 0 ㎝ く ら い ）

手 縫 い で も よ い で す が 、 ミ シ ン を 使 う と 早 く 丈 夫 に で き あ が り ま す 。

他 に も 、 イ ン タ ー ネ ッ ト な ど に 、 手 作 り マ ス ク の 情 報 が 載 っ て い ま す 。 自 分 好 み の オ リ ジ ナ ル マ ス ク を 作 っ て み ま し ょ う ！

布 マ ス ク は 洗 え ば 、 繰 り 返 し 使 え ま す 。 毎 日 洗 っ て 清 潔 な も の を 使 い ま し ょ う 。

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染

拡 大 で 、 マ ス ク の 売 り 切 れ が

続 い て い ま す 。

ハ ン カ チ や ガ ー ゼ を 使 っ て 、

自 分 で 作 っ て マ ス ク 不 足 を

乗 り 切 り ま し ょ う ！

① 中 心 に 合 わ せ て 折 る ② 口 側 に ３ つ に 折 る

③ 両 サ イ ド 1. 5 ㎝ を 縫 い 、 ゴ ム を 通 し て 完 成 ！

3 0 秒 で で き る ！

縫  わ な  い  ハ ン カ チ  マ ス ク
用 意 す る も の

● ハ ン カ チ １ 枚 （ 4 5 ㎝ 以 上 の 大 き め の ハ ン カ チ ）

●  ヘ ア ゴ ム や  手  芸 ゴ ム な ど の ゴ ム ２ 本 （ １ 本 3 0 ㎝ く ら い ）

① 半 分 に 折 っ て 、

　 さ ら に 半 分 に 折 る

② 両 端 を ３ 等 分 の 位 置 で

　 内 側 に 折 る ゴ ム の 長 さ を

　 調 整 し て 完 成 ！

☆ 装 着 し た ら ハ ン カ チ の 重 な っ た 部 分 を ず ら し 、

　 鼻 と あ ご を 覆 う よ う に 調 整 し て く だ さ い

4 5 ㎝

④ ひ っ く り 返 し て （ 表 に し て ） 、 両 端 を

　 折 り 返 し て ゴ ム を 通 せ る よ う に 縫 う

⑤ 折 り 返 し た 部 分 に ゴ ム を 通 し て

　 で き あ が り

① A ・ Ｂ の 形 に 布 を 切 る 　

　 Ａ ： ２ 枚 　 Ｂ ： ２ 枚 　 計 ４ 枚 用 意

② A 、B そ れ ぞ れ 中 表 に し て カ ー ブ の

　 部 分 を 縫 い 合 わ す 。 縫 い 代 ： 約 １ ㎝

③ Ａ ・ Ｂ を 広 げ て 中 表 に し て 上 と 下 を 縫 い

　 合 わ せ て 、 筒 状 に す る 縫 い 代 ： 約 １ ㎝

A B

感 染 症 対 策

イウ ル スナロコ型新
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新 吉 野  中 井 　 滿 江

上 町 川  内 田 美 代 子

滝 　 本
  植 月 　 尚 子

 芦 田 　 明 子

荒 内 西  大 西 　 叡 子

中 島 西  上 原 な つ み

中 島 東  中 村 　 　 泉

　 柿  定 森 　 裕 子

久 　 常  貝 原 　 博 子

広 　 岡  福 永 　 雅 子

豊 　 沢  森 藤 　 俊 恵

担 当 地 区 氏 　 　 名 担 当 地 区 氏 　 　 名

成 　 松  森 田 　 晴 美

宮 　 内  高 取 　 史 江

西 　 原  野 々 上 政 子

皆 　 木  永 幡 恵 理 子

行 　 方  鷲 田 　 信 子

高 　 円
  山 本 　 章 子

  岸 本 　 弘 子

関 　 本  高 森 　 淑 子

小 　 坂  森 淵 あ ぐ り

馬 　 桑  前 島 　 明 美

いだわのちま

　 山 の 駅 芝 生 広 場 で 那 岐 山 の 山 開 き と な る 安 全 祈

願 祭 が 行 わ れ ま し た 。 観 光 協 会 主 催 で 毎 年 行 わ れ

て い る こ の 祈 願 祭 で す が 、 今 年 は 出 席 者 の 規 模 を 縮

小  し  た  う  え  で 「  新  型  コ  ロ  ナ  ウ  イ  ル  ス  流  行  鎮  静  祈  願  」 も

同 時 に 行 い ま し た 。 当 日 は 晴 天 の 中 、 吉 野 神 社 宮 司

と 町 の 関 係 者 な ど 約 2 0 名 の 出 席 者 に よ る 神 事 が 執

り 行 わ れ 、 登 山 者 の 安 全 と 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 終 息

を 祈 願 し ま し た 。

登 山 者 の 安 全 と
新  型  コ ロ  ナ  ウ イ ル  ス  終  息  を  祈  願

● 奈 義 町 観 光 協 会4

1 6

　 任 期 満 了 に 伴 い 、 新 し い 栄 養 委 員 2 1 人 が 決 ま り

ま し た 。

　 栄 養 委 員 の 任 期 は ２ 年 間 で す 。 今 後 、 地 域 の 保 健

福 祉 活 動 や 生 活 習 慣 病 予 防 食 の 普 及 な ど 町 民 の 健

康 増 進 ・ 食 生 活 改 善 に 努 め ら れ ま す 。（ 敬 称 略 ）

栄 養 委 員

● こ れ か ら ２ 年 間 食 生 活 に 関 連 の あ る

　 活 動 を 行 い ま す

● よ ろ し く お 願 い し ま す ！

２ ０ ２ ０  年  度  奈  義  町  新  採  用  職  員 （  任  用  ） 紹  介

中 央 東 幼 稚 園 勤 務 （ 津 山 市 ） 奈 義 保 育 園 勤 務 （ 津 山 市 ） 奈 義 保 育 園 勤 務 （ 荒 内 西 ）

澤 谷 　 暁 子 錦 織 　 佑 香 影 山 　 若 菜

● 問 い 合 わ せ 先 　 産 業 振 興 課 　 ☎ 3 6- 4 1 1 4  ● ● 問 い 合 わ せ 先 　 こ ど も ・ 長 寿 課 　 ☎ 3 6- 6 7 0 0  ●

に し こ お り ゆ か か げ や ま わ か なさ わ と き こた に

産 業 振 興 課 勤 務 （ 豊 沢 ）

延 安 　 　 諒
の ぶ や す り ょ う

税 務 住 民 課 勤 務 （ 豊 沢 ）

中 井 　 紗 絵
な か い さ え

学 事 課 勤 務 （ 宮 内 ）

長 田 　 　 幹
お さ だ も と き

教 育 指 導 参 事 、 学 校 給 食 セ ン タ ー 長( 兼)

近 藤 　 健 二 （ 岡 山 県 派 遣 ）
こ ん ど う じけ ん
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役 場 で 包 装 資 材 製 造 の 大 和 紙 器 ㈱ （ 大 阪 府 茨 木

市 ） と の 協 定 の 締 結 式 を 行 い ま し た 。 こ の 協 定 は

災 害 時 の 避 難 所 の 環 境 を 少 し で も 改 善 す る た め 、 段

ボ ー ル ベ ッ ド な ど を 優 先 的 に 供 給 し て も ら う た め

の 「 災 害 発 生 時 に お け る ダ ン ボ ー ル 製 品 の 供 給 に

関 す る 協 定 」 で す 。 　 災 害 時 に は 町 の 要 請 に 基 づ き 、

段 ボ ー ル ベ ッ ト 、 シ ー ト 、 ケ ー ス な ど を 町 内 の 避 難

所 に 優 先 的 に 搬 送 し ま す 。 町 と し て は 事 前 の 備 蓄

ス ペ ー ス の 確 保 が 必 要 な く 、 保 管 時 の 紙 製 品 の 性 能

維 持 の 配 慮 も 不 要 と な り ま す 。

協 定 締 結 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 を 考

慮 し 、 関 係 者 が 一 堂 に 会 し て の 締 結 式 は 見 送 り 、 事

前 に 相 互 に 協 定 書 を 確 認 ・ 調 印 の 後 、 奥 町 長 と 大 和

紙 器 の 代 理 と し て

関 連 会 社 の 津 山 段

ボ ー ル 代 表 の 中 島

勉 氏 が 協 定 書 を 交

わ し ま し た 。

災 害 時 段 ボ ー ル ベ ッ ト 等 供 給 協 定

● 奈 義 町 と 大 和 紙 器 が 協 定 を 締 結4

8

春 の
交  通  安  全  県  民  運  動 を  実  施

4

1 0

お も に 県 南 の 農 耕 地 や 川 原 に 住 む と 言 わ れ て い

ま す が 、 最 近 は 町 内 各 地 で も 見 か け る よ う に な り 、

久 常 で は 毎 年 繁 殖 し て い る よ う で す 。 飛 翔 時 に 羽

の 黒 と 白 の コ ン ト ラ ス ト が 美 し い で す 。

鳧 （ け り ） 
　 　 　 　 　 　 （ チ ド リ 科 　 全 長 3 6 ㎝ 〈 留 鳥 〉 ）

( 出 典 ： お か や ま 「 奈 義 の 野 鳥 ｣ )

　 上 町 川 の フ ァ ミ リ ー マ ー ト 西 側 パ ー キ ン グ で 、

「 春 の 交 通 安 全 県 民 運 動 死 亡 事 故 ゼ ロ を 目 指 す

日 」 の 広 報 活 動 を 行 い ま し た 。 こ の 活 動 に は 美 作

警 察 署 、 美 作 交 通 安 全 協 会 、 美 作 警 察 署 交 通 安 全

協 助 員 、 役 場 職 員

が 参 加 し 、 国 道 5 3

号 を 通 過 中 の ド ラ

イ バ ー の 方 に 、 交

通 安 全 グ ッ ズ を 配

布 し 啓 発 活 動 を 実

施 し ま し た 。 ま た 、

児 童 ・ 生 徒 の 登 校

時 に は 街 頭 指 導 を

行 い 、 子 ど も た ち

が 安 全 に 登 下 校 で

き る よ う 見 守 り ま

し た 。

● 問 い 合 わ せ 先 　 総 務 課 　 ☎ 3 6- 4 1 1 1 ●

● 問 い 合 わ せ 先 　 総 務 課 　 ☎ 3 6- 4 1 1 1 ●

4

5

　 滝 本 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス で （ 農 ） 滝 本 営 農 組 合

の 設 立 総 会 が 行 わ れ ま し た 。

　 当 地 区 で は 、 地 域 の 農 業 者 の 高 齢 化 が 進 み 、 農

業 を 取 り 巻 く 環 境 が 厳 し さ を 増 し て い る 中 、 当 地

域 の 農 業 者 が 中 心 と な っ て 、 効 率 的 な 水 田 農 業 を

実 践 し 、 地 区 の 農 業 の 維 持 ・ 発 展 を 目 指 し ま す 。

　 今 回 の 設 立

で 、 本 町 の 集 落

営 農 法 人 は 1 1

組 織 と な り ま

し た 。

滝 本 地 区 に 集 落 営 農 法 人 が
誕  生 し ま し  た !

● 問 い 合 わ せ 先 　 産 業 振 興 課 　 ☎ 3 6- 4 1 1 4  ●

　 農 業 従 事 者 の 高 齢 化 ・ 後 継 者 不 足 が 進 む 中 、 今

後 も 本 町 の 大 切 な 農 地 を 守 り 、 農 業 経 営 の 収 益 確

保 や 雇 用 創 出 に よ る 農 業 の 活 性 化 を 図 る こ と を

目 的 と し た 「 農 業 改 革 プ ラ ン

（ 仮 称 ） 」 を 策 定 す る に あ た り 、

農 業 振 興 プ ラ ン ナ ー と し て 松

岡 秀 理 さ ん を 任 命 し ま し た 。

任 期 ： 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 ～

　 　 　 令 和 ３ 年 ３ 月 3 1 日

（ 高 円 ）

ま つ お か ひ で み ち

農  業  振  興 プ ラ ン ナ ー の  紹  介

松 岡 　 秀 理 さ ん

● 問 い 合 わ せ 先 　 産 業 振 興 課 　 ☎ 3 6- 4 1 1 4  ●
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本  格  運  行 を 開  始
　 ４ 月 か ら さ と 丸 乗 り 合 い 交 通 が 本 格 運 行 を 開 始 し て い

ま す 。 利 用 者 の 要 望 を 受 け て 改 善 し た 点 を 紹 介 し ま す 。

● 運 行 の 予 約 ・ お 問 い 合 わ せ 　 さ と 丸 乗 り 合 い 交 通 　 フ リ ー ダ イ ヤ ル 0 1 2 0- 3 1 0- 5 3 1  ●

さ と  丸  乗 り 合  い  通  信

➡
自 宅 診 療 所

➡

ウ ォ ー キ ン グ

プ ー ル

➡
家 9 0 0 円

お  得 ！

合 計3 0 0 円 3 0 0 円 3 0 0 円

➡
自 宅 診 療 所

➡

ウ ォ ー キ ン グ

プ ー ル

➡
家 6 0 0 円

合 計3 0 0 円 3 0 0 円
無 料

●  １ 日 に 複 数 の 場 所 に 行 き た い 場 合

ー v ol. 9  ー

　 １ 日 の 料 金 上 限 が 設 定 さ れ 、 最 大 6 0 0 円 （ 減 免 対 象 者 は 3 0 0 円 ） で 複 数 回 の 利 用 が で き ま す 。 １ 日 に い

ろ い ろ な 用 事 を ま と め て 済 ま せ た い 場 合 は お 得 に な り ま す の で 、 ぜ ひ ご 利 用 く だ さ い 。

皆 様 に は ご 迷 惑 を お か け い た し ま す が 、 何 卒 ご 理

解 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

※ い ず れ も 今 後 の 状 況 に よ っ て は 、 さ ら に 変 更 と な る

可 能 性 が あ り ま す 。 あ ら か じ め ご 了 承 く だ さ い 。

●  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 防 止 に 伴 う

　  公 共 施 設 の 休 館 情 報

　 　 　    　 施 　 設 　 名 　 　 　 　 　    休 　 館 　 情 　 報

美 　 術 　 館 4 月 2 5 日 ㈯ ～  5 月 6 日 ㈬ 　 休 館

図 　 書 　 館 4 月 2 5 日 ㈯ ～  5 月 6 日 ㈬ 　 休 館

文 化 セ ン タ ー 4 月 2 5 日 ㈯ ～  5 月 6 日 ㈬ 　 教 室 ・ 貸 館 利 用 中 止

Ｂ ＆ Ｇ 海  洋 セ ン タ ー  4 月 2 5 日 ㈯ ～  5 月 6 日 ㈬ 　 閉 鎖

小 学 校 体 育 館 ・ 中 学 校 体 育 館 ・ 武 道 場   4 月 2 5 日 ㈯ ～  5 月 6 日 ㈬ 　 利 用 不 可

山 　 の 　 駅 4 月 2 5 日 ㈯ ～  5 月 6 日 ㈬ 　 閉 鎖

ナ ギ テ ラ ス 4 月 2 5 日 ㈯ ～  5 月 6 日 ㈬ 　 観 光 案 内 所 　 休 館

ビ  カ リ  ア ミ  ュ ー  ジ  ア ム  4 月 2 5 日 ㈯ ～  5 月 6 日 ㈬ 　 休 館

ウ ォ ー キ ン グ プ ー ル 4 月 2 5 日 ㈯ ～  5 月 6 日 ㈬ 　 休 館 　

試 験 運 行 時

現 在

● 問 い 合 わ せ 先 　 総 務 課 　 ☎ 3 6 - 4 1 2 6 ●
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　 奈 義 町 で は 、 社 会 保 障 費 負 担 な ど の 増 加 に よ

る 高 齢 者 の 経 済 的 負 担 の 軽 減 と 、 町 内 消 費 促 進

に よ る 地 域 経 済 の 活 性 化 の た め 「 高 齢 者 生 活 応

援 券 」 の 配 布 を 行 い ま す 。

【 対 　 象 】   生 後 9 1 日 以 上 の 犬

【 料 　 金 】  ● 注 射 済 の 犬 3, 0 0 0 円 （ 登 録 の み ） 　 　 ● 登 録 済 の 犬 3, 0 5 0 円 （ 注 射 の み ）

 ● 未 登 録 の 犬 6, 0 5 0 円 （ 登 録 と 注 射 ）

５  月  ２ ０  日

㈬

西 原 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス  1 0 ：0 0 ～ 1 0 ：1 0 

行 方 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス  1 0 ：1 5 ～ 1 0 ：2 5

高 円 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス  1 0 ：3 0 ～ 1 0 ：4 0 

保 健 相 談 セ ン タ ー  1 0 ：4 5 ～ 1 1 ：0 0

滝 本 集 会 所 ９ ： ０ ０ ～ ９ ： １ ０  

広 岡 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス   ９ ： １ ５ ～ ９ ： ２ ５  

中 島 西 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス   ９ ： ３ ０ ～ ９ ： ４ ０  

柿 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス   ９ ： ４ ５ ～ ９ ： ５ ５  

高 齢 者 生 活 応 援 券 の 配 布 に つ い て

犬 の 登 録 と 狂 犬 病 予 防 注 射

● 問 い 合 わ せ 先 　 こ ど も ・ 長 寿 課 　 ☎ 3 6- 6 7 0 0 ●

● 問 い 合 わ せ 先 　 こ ど も ・ 長 寿 課 　 ☎ 3 6- 6 7 0 0 ●

　 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 予 防 の た め 、 運 動 な ど を す る 機 会 が 少 な く な っ て い る か も し れ ま せ ん

が 、 家 で で き る 体 操 を し て 健 康 づ く り に 努 め ま し ょ う 。 保 健 相 談 セ ン タ ー で は 1 0 0 歳 体 操 に 使 う 重 り の 貸 し

出 し も し ま す 。 お 気 軽 に お 尋 ね く だ さ い 。

毎 日 体 操 す る の ？

　 い い え 、 筋 力 運 動 は 週 １ ～ ２ 回 程 度 で い い と 言 わ れ て い ま す 。

１ 回 運 動 を し て か ら ２ 、 ３ 日 休 ん で 筋 肉 の 疲 れ を 取 っ た 方 が 、 逆 に

筋 力 が つ き や す く な り ま す 。

い き い き 百 歳 体 操 は

ど ん な 体 操 ？

　 重 り を 使 っ た 筋 力 運 動 の

体 操 で す 。 ０ ㎏ ～  1. 2 ㎏ ま

で ６ 段 階 に 調 節 可 能 な 重 り

を 手 首 や 足 首 に 巻 き 付 け 、 イ

ス に 座 っ て ゆ っ く り と 手 足

を 動 か し て い き ま す 。

体 操 す る と ど う な る の ？

　 ま ず 、 筋 力 が つ き ま す 。 筋

力 が つ く と 体 が 軽 く な り 、 動

く こ と が 楽 に な り ま す 。 ま た 、

転  倒  し  に く い  体  に  な る  の  で 、

骨 を 折 っ て 寝 た き り に な る こ

と を 防 ぐ こ と が  で  き ま す  。

い き い き 百 歳 体 操   ～ み ん な で 笑 顔 ！ ！ み ん な で 体 操 ！ ！ ～

● 問 い 合 わ せ 先 　 保 健 相 談 セ ン タ ー 　 ☎ 3 6- 6 7 0 0 ●

【 配 布 券 】 　 5 0 0 円 券 2 4 枚 綴 り 　 1 2, 0 0 0 円 分

【 対 象 者 】 　 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 現 在 で 満 6 5 歳 以 上 の 方

【 配 布 方 法 】 　 簡 易 書 留 に よ る 郵 送 で 配 布

【 配 布 期 間 】 　 ４ 月 下 旬 ～

【 使 用 期 間 】 　 ５ 月 １ 日 ㈮ ～ ９ 月 3 0 日 ㈬

1 1 2 0 2 0 年 ５ 月 号



ご と  ・  心 配 ご と  ・  教 育 相 談

談 委 員  ・

員 罰 、  名金 、

主 に 小 学 生 未 満 の お 子 様 と 妊 婦 を 対 象 と し た

行 事 を 紹 介 し ま す 。

【 レ シ ピ 提 供 ： 奈 義 町 栄 養 委 員 会 】

⑴ 豚 肉 は 一 口 大 に 切 る 。

⑵ ア ス パ ラ ガ ス は 根 元 の 固 い 部 分 の 皮 を む き 、３ ㎝ 程

度 に 切 る 。 熱 湯 で 固 め に ゆ で 、 ざ る に あ げ  て お く 。

⑶ ボ ー ル に Ⓐ を 入 れ 混 ぜ 合 わ せ 、 た れ を 作 る 。

⑷ 熱 し た フ ラ イ パ ン に サ ラ ダ 油 を 引 き 、 豚 肉 を さ っ

と 炒 め 、 た れ を 加 え る 。 強 火 に し て 、 肉 に 火 が 通 っ

た ら ア ス  パ ラ ガ  ス を 加  え て  軽 く 炒  め る  。

　 ５ 月 に な る と 、 奈 義 町 の 特 産 物 で あ る ア ス パ ラ ガ ス が 収

穫 の 時 期 を 迎 え ま す 。 ア ス パ ラ ガ ス に は 、 ア ス パ ラ ギ ン 酸 と

い う 栄 養 素 が 特 に 多 く 含 ま れ て お り 、 疲 れ を 回 復 し て く れ る

効 果 が あ り ま す 。 最 近 疲 れ や す い と 思 う 方 は 、 ぜ ひ 普 段 の

食 事 に ア ス パ ラ ガ ス を 取 り 入 れ て み て は い か が で し ょ う 。

（ ２ 人 分 ） ● １ 人 分 　 エ ネ ル ギ ー ： 2 2 8 k c al 　 ● 塩 分 ： 1. 4 ｇ

豚 肉 と ア ス パ ラ ガ ス の 香 味 焼 き

地 産 地 消 の

す す め

豚 肉 （ 生 姜 焼 き 用 ）  … … … … … … … … …  1 2 0 g
し ょ う ゆ  … … … … … … … … … … …  大 さ じ １
砂 糖  … … … … … … … … … … … … …  小 さ じ １
ご ま 油  … … … … … … … … … …  大 さ じ １ / ２
お ろ し に ん に く  … … … … … … … …  小 さ じ １
長 ね ぎ （ み じ ん 切 り ）  … … … … …  大 さ じ ２
す り ご ま  … … … … … … … … …  大 さ じ １ / ２
七 味 唐 辛 子  … … … … … … … … … … … …  少 々

ア ス パ ラ ガ ス  … … … … … … … … … … …  ４ ～ ６ 本
サ ラ ダ 油  … … … … … … … … … … … … …  大 さ じ １

Ⓐ

※ 諸 事 情 に よ り 中 止 ・ 変 更 す る 場 合 が あ り ま す 。

● 問 い 合 わ せ 先 　 保 健 相 談 セ ン タ ー  ☎ 3 6- 6 7 0 0

月 　 日 時 　 間 場 　 所 行 　 　 事 対 　 象 　 者

チ ャ イ ル ド ホ ー ム
よ ち よ ち 広 場 （ お 題 で ト ー ク
「 離 乳 食 と 絵 本 の 読 み 聞 か せ ♪ 」）

生 後 ３ か 月 ～ 生 後 １ 歳 ６ か 月 の 乳
幼 児 と そ の 保 護 者

日 ㈬ 保 健 相 談 セ ン タ ー
3 歳 ６ か 月 健 康 診 査 平 成 2 8 年 ９ 月 １ 日 ～ 平 成 2 8 年 1 1 月 3 0 日 生 ま れ の 幼 児

フ ッ 素 塗 布 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 防 止 の た め 、 お 休 み し ま す 。

● つ ど い の 広 場 「 ち ゅ く し ん ぼ 」 場 所 チ ャ イ ル ド ホ ー ム 【 問 い 合 わ せ 】 チ ャ イ ル ド ホ ー ム 　 ☎ 3 6- 8 2 4 1

月 　 日 時 　 間 場 　 所 対 　 　 象 　 　 者 　 　 ・ 　 　 内 　 　 容

チ ャ イ ル ド ホ ー ム
主 に 乳 幼 児 と 保 護 者 が 対 象 。 遊 ん だ り 、 交 流 し た り 、 相 談 し あ っ た り し て い ま す 。
い つ 来 て い つ 帰 っ て も 大 丈 夫 で す 。 お 弁 当 を 食 べ ら れ る お 部 屋 も あ り ま す 。

　 【 注 意 】 1 1 日 ㈪ は お 休 み し ま す 。

チ ャ イ ル ド ホ ー ム

音 遊 び （ ピ ア ノ の リ ズ ム で 歌 っ た り 踊 っ た り 、 楽 器 を 奏 で て み た り し
ま す 。 ５ 月 生 ま れ の お 友 だ ち の お 誕 生 日 を み ん な で 歌 っ て 祝 い ま す ）

日 ㈪
お も ち ゃ 広 場 （ お も ち ゃ で 遊 ん だ り 、 お も ち ゃ の 紹 介 を し た り し ま す 。 赤
ち ゃ ん か ら 遊 べ る た く さ ん の お も ち ゃ が あ り 、 貸 し 出 し も し て い ま す ）

う た あ そ び （ 子 ど も た ち と 一 緒 に な つ か し い 童 謡 や 手 あ そ び を し ま す ）

日 ㈮
赤 ち ゃ ん と マ マ の 日 （ 1 0 時 3 0 分 か ら 2 0 分 程 度 、 ベ ビ ー リ ト ミ ッ ク を や り ま
す 。 月 齢 の 近 い 赤 ち ゃ ん 親 子 が つ ど う 時 間 で す 。 妊 婦 さ ん も ど う ぞ ）

● な ぎ チ ャ イ ル ド ホ ー ム

月 　 日 時 　 間 場 　 所 対 　 　 象 　 　 者 　 　 ・ 　 　 内 　 　 容

チ ャ イ ル ド ホ ー ム 幼 ・ 小 ・ 中 学 生 を は じ め 、 地 域 の 皆 さ ん, 気 軽 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。

● 脳 い き い き 教 室

　 　 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 防 止 の た め 、 当 面 の 間 お 休 み し ま す 。

1 22 0 2 0 年 ５ 月 号



■
行 政  ・  悩 み

●
日 時

　 ５

月

2 0日 ㈬

　 　 　 　 午

前

1 0時 〜 午 後 ３ 時

●
場 所

　 文 化 セ ン タ ー

●
担 当

　 人 権 擁 護 委 員  ・  行 政 相 談

民 生 委 員 児 童 委 員 ・ 教 育 相 談 員
●
相 談 内 容

　 相 続 、  登 記 、  金 銭 貸 借 、  借

地 、  借 家 、  隣 り 近 所 、  家 庭 内 、  体誉 侵 害 、  人 権 、  環 境 、  農 地 問 題 、  税年 金 、  い じ め 、  非 行 、  教 育 な ど に 関 する 諸 問 題
　 相 談 は 無 料 で 、  秘 密 は 厳 守 し ま す 。　 ま た 相 談 日 以 外 で も 人 権 擁 護 委 員 、

行 政 相 談 委 員 は ご 自 宅 に 伺 い ま す 。
　 教 育 相 談 は 専 用 電 話

☎

3 6–
８ １ １ ０

で 相 談 に 応 じ て い ま す 。
■ 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 相 談〜 経 済 的 に 生 活 が 困 難 な 方 ご 相 談 を 〜●

日 時

　 ５

月

2 0日 ㈬

　 　 　 　 午

前

1 0時 〜 午 後 ３ 時

●
場 所

　 文 化 セ ン タ ー

●
担 当

　 美 作 県 民 局

　
福 祉 振 興 課

 相 談 支 援 員

●
相 談 内 容

　 経 済 的 に 生

活 が 困 難 な 方  （ 対 象 者 ）の 自 立 相 談 支 援
　 相 談 は 無 料 で 、  秘 密 は 厳

守 し ま す 。 一 人 で 悩 まず 、  お 気 軽 に ご 相 談 く ださ い 。
●
問 い 合 わ せ 先美 作 県 民 局 福 祉 振 興 課☎

2 3–
１ ２ ９ ３

役 場

 こ ど も  ・  長 寿 課

☎

3 6–
６ ７ ０ ０

お 知 ら せ 情 報
I N F O R M A TI O N 5

● 問 い 合 わ せ 先 　 学 事 課 　 ☎ 3 6- 4 1 9 5 ●

● 問 い 合 わ せ 先 　 地 域 整 備 課 　 ☎ 3 6- 4 1 1 3 ●

こ ど  も  園 ・ 中  学  校  の  基  本  設  計  に  つ  い  て  の  お  知  ら  せ

入 札 結 果 ３ 月 1 6 日  ～  ４ 月 1 5 日

● テ レ ビ 会 議 で 打 ち 合 わ せ を

　 し て い ま す ！

　 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡 大 防 止 の た

め 、 テ レ ビ 会 議 で 打 ち 合 わ せ を し て い ま す 。 今

後 も テ レ ビ 会 議 の 頻 度 を 増 や す な ど 、 密 に 連 携

を と り な が ら 業 務 に 取 り 組 ん で い き ま す 。

　 ワ ー ク シ ョ ッ プ や 説 明 会 の 開 催 は 、 現 状 で は

未 定 で す が 、 広 報 紙 等 で 積 極 的

な 情 報 発 信 を し て い き ま す 。

奈 義 町 教 育 委 員 会

F a c e b o o k ペ ー ジ

・ 予 定 価 格 が 2 5 0 万 円 以 上 の 公 共 工 事 の 落 札 額 を 公 表 し ま す

➡ 中 学 校 の 基 本 設 計 に つ い て も 協 議 が 始 ま っ て い ま す

工 　 事 　 名 担  当  課 落 札 業 者 落 札 額 （ 税 抜 ）

な ぎ チ ャ イ ル ド ホ ー ム

改 修 工 事
こ ど も ・ 長 寿 課 森 安 建 設 株 式 会 社 ¥ 2 7, 2 0 0, 0 0 0 3 月 2 6 日 開 札

奈 義 町 Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー

屋 根 塗 装 改 修 工 事
生 涯 学 習 課

株 式 会 社

エ ー ア ン ド エ ム
¥ 8, 5 0 0, 0 0 0 ４ 月 1 0 日 開 札

1 3 2 0 2 0 年 ５ 月 号



～ 図 書 館 か ら の お 知 ら せ ～

建 築 家 ・ 安 藤 忠 雄 が 設 計 し た 大

阪 の 「 こ ど も 本 の 森 中 之 島 」 を 舞 台

に し た 絵 本 で す 。「 本 の 森 」 を 訪 れ た

少 年 と ち ょ っ と 変 わ っ た お じ さ ん と

の 対 話 か ら 、 世 界 的 建 築 家 の 創 造 力

の 秘 密 を 解 き 明 か し ま す 。

『 い た ず ら の す き な け ん ち く か 』
安 藤 　 忠 雄 ／ 原 作 　 は た こ う し ろ う ／ 絵

姦 通 の 罪 を 犯 し た と い う 旗 本 ・ 青 山 玄 蕃 は 「 痛

え か ら い や だ 」 と 切 腹 を 拒 み 、 蝦 夷 へ 流 罪 と な り

ま す 。 押 送 人 の 見 習 与 力 と 奥 州 街 道 を 北 へ 進 む

道 中 抜 き 差 し な ら ぬ 事 情 を 抱 え る 人 々 が 次 々 と

2 人 の 前 に 現 れ … 。

玄 蕃 が 抱 え る 罪 の 真 実 と は 。 感 涙 の 物 語 で す 。

『 流 人 道 中 記 』 上 ・ 下 巻
浅 田 　 次 郎 ／ 著 （ 中 央 公 論 新 社 ）

■ こ ど も の 読 書 週 間 ク イ ズ
● 日 時 　 5 月 7 日 ㈭ ～  5 月 3 1 日 ㈰

こ ど も の 読 書 週 間 に ち な ん で 今 年 も ク イ ズ を

行 い ま す 。 今 回 は 期 間 中 図 書 館 に 問 題 を 置 い て い

ま す の で 、 持 ち 帰 り 自 宅 で 挑 戦 し て み て く だ さ い 。

６ 月 ２ 日 ㈫ 以 降 解 答 用 紙 を 図 書 館 ま で 持 っ て き て

く だ さ い 。 参 加 記 念 品 と 交 換 し ま す 。

５ 月 に 予 定 し て お り ま し た 「 お は な し の へ や 」 と 「 お は な し 会 」

は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の 観 点 か ら 中 止 と さ せ て い

た だ き ま す の で 、 皆 様 の ご 理 解 と ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い し ま す 。

2 0 2 0 年 ５ 月

※ 青 字 は 休 館 日 で す 。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 1 2

3 4 5 6 7 8 9

1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6

1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3
2 4

3 1 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0

日 月 火 水 木 金 土

● 『 し ご と ば 　 や っ ぱ り 』 　 鈴 木 の り た け ／ 作 　 ブ ロ ン ズ 新 社

● 『 新 ・ 大 学 で な に を 学 ぶ か 』 （ 岩 波 ジ ュ ニ ア 新 書 ） 　 上 田 　 紀 行 ／ 編 著 　 岩 波 書 店

● 『 エ ミ リ ー と は て し な い 国 』 ケ イ ト ・ ソ ー ン ダ ズ ／ 作 　 田 中 奈 津 子 ／ 訳 　 ポ プ ラ 社

● 『 ま い ご の し に が み 』 　 い と う み く ／ 作 　 理 論 社

● 『 い ろ ん な で ん し ゃ は っ し ゃ し ま ー す 』 　 岡 本 雄 司 ／ 作 　 ア リ ス 館

● 『 く す の き だ ん ち の ね む り い す 』 　 武 鹿 　 悦 子 ／ 作 末 崎 茂 樹 ／ 絵 　 ひ か り の く に

… … … … … … … … … … … … … … … … … … 児 童 書

● 『 あ な た の ス マ ホ が と に か く 危 な い 』 　 佐 々 木 成 三 ／ 著 　 祥 伝 社

● 『 見 つ け る ・ 使 う 野 山 の 薬 草 』 　 農 山 漁 村 文 化 協 会 ／ 編 　 農 山 漁 村 文 化 協 会

● 『 今 こ そ 持 ち た い 手 作 り の エ コ バ ッ グ 』 　 ブ テ ィ ッ ク 社

● 『 う ち の 父 が 運 転 を や め ま せ ん 』 　 垣 谷 　 美 雨 ／ 著 　 K A D O K A W A

● 『 三 年 長 屋 』 　 梶 　 よ う 子 ／ 著 　 K A D O K A W A 　

● 『 ひ こ ば え 』 上 ・ 下 　 重 松 清 ／ 著 　 朝 日 新 聞 出 版

※ 新 着 図 書 の 一 部 で す 。
… … … … … … … … … … … … … … … … … … 一 般 書

新 刊 図 書 の ご 案 内

美 術 館 で は 、 現 在 猛 威 を 振 る っ て い る 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス の 影 響 を 鑑 み て 、 ５ 月 に 行 わ れ る 予 定

で し た 企 画 展 ・ イ ベ ン ト 等 を 中 止 し ま す 。

な お 、 今 後 の 感 染 拡 大 な ど の 状 況 の 変 化 に 応 じ

て 、 開 館 状 況 に 変 更 が あ る 場 合 も あ り ま す の で 、 お

手 数 で す が そ の 都 度 お 問 合 せ く だ さ い 。

ご 迷 惑 お か け し ま す が 、 ご 協 力 を お 願 い し ま す 。

美 術 館 企 画 展 ・ イ ベ ン ト 中 止 の お 知 ら せ

■  5 月 2 日 ㈯ ～ 6 月 1 4 日 ㈰

　 吉 行 鮎 子 展 － 迷 え る 羊 た ち の 衝 動 －

■  5 月 1 7 日  ㈰

　 「 国 際 博 物 館 の 日 」 記 念 無 料 開 館

■  5 月 3 0 日 ㈯
　 ミ ュ ー ジ ア ム × ナ イ ト 奈 義 M O C A 2 0 2 0 第 1 夜

　 「 ソ プ ラ ノ 歌 手 と チ ェ ン バ ロ の 調 べ 」

【  中  止  の  企  画  展 ・ イ ベ  ン ト 】

図 書 館
カ レ ン  ダ ー

５ 月 お は な し の へ や 、 お は な し 会 中 止 の お 知 ら せ

● 問 い 合 わ せ 先 　 図 書 館 　 ☎ 3 6 - 5 8 1 1 ● 

● 問 い 合 わ せ 先  奈 義 町 現 代 美 術 館 　 ☎ 3 6 - 5 8 1 1  ●

現 代 美 術 館

I nf or m ati o n

イ ベ ン ト
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令 和 元 年 度 に 実 施 し た 生 涯 活 躍 の ま ち プ ロ

モ ー シ ョ ン 事 業 で 奈 義 町 の 魅 力 を 町 内 外 へ P R す

る た め 、 奈 義 町 町 勢 要 覧 、 プ ロ モ ー シ ョ ン 動 画 、

移 住 パ ン フ レ ッ ト 、 暮 ら し の 便 利 帳 を 作 成 し ま

し た 。 今 回 は 町 勢 要 覧 と プ ロ モ ー シ ョ ン 動 画 を

ご 紹 介 し ま す ！

町 勢 要 覧 に は 下 記 に あ る Q R コ ー ド を 掲 載 し

て あ り 、 ス マ ー ト フ ォ ン な ど で 読 み 取 っ て い た

だ く と 、 プ ロ モ ー シ ョ ン 動 画 を 閲 覧 す る こ と が

で き ま す 。 動 画 は 全 部 で 1 0 本 あ り 、 各 ペ ー ジ に

該 当 す る 動 画 を 閲 覧 す る こ と が で き ま す 。

奈  義  町  プ ロ  モ  ー シ ョ ン奈  義  町  プ ロ  モ  ー シ ョ ン

令 和 元 年 度 に 奈 義 町 景 観 条 例 を 制 定 し た こ と に 伴 っ て 、 奈

義 町 景 観 計 画 を 作 成 し ま し た 。 こ の 景 観 計 画 は 、 町 民 の 皆 さ

ま の 暮 ら し と 、 奈 義 町 に あ る 自 然 と の か か わ り の 中 で つ く ら

れ て き た 奈 義 町 ら し い 風 景 を 次 の 世 代 に も 引 き 継 い で い く た

め に 作 り ま し た 。 奈 義 町 の 風 景 を 次 世 代 へ 残 し て い く た め に

は 、 町 民 の 皆 さ ま や 事 業 者 の 方 々 の ご 協 力 が 必 要 で す 。 景 観

計 画 で の 取 り 決 め 事 項 な ど 、 計 画 の 概 要 を わ か り や す く ま と

め た 景 観 計 画 の 手 引 き を 、 広 報 紙 ５ 月 号 と 合 わ せ て 配 布 し ま

す の で 、 ぜ ひ ご 確 認 く だ さ い 。

奈 義 町 町 勢 要 覧

１  雄 大 な 自 然

２  賑 わ い と 活 力 あ ふ れ る イ ベ ン ト

３  親 子 の 笑 顔 を 支 え る 子 育 て

４  新 し い 〝 し ご と ″ の カ タ チ

５  奈 義 で し か 学 べ な い 教 育

６  安 心 し て 暮 ら す こ と の で き る 医 療 ・ 福 祉

７  奈 義 町 現 代 美 術 館 ・ 図 書 館

８  那 岐 山

９  横 仙 歌 舞 伎

1 0 特 産 品

奈 義 町 景 観 計 画 の 手 引 き が 完 成 し ま し た ！奈 義 町 景 観 計 画 の 手 引 き が 完 成 し ま し た ！

● 問 い 合 わ せ 先 　 情 報 企 画 課 　 ☎ 3 6- 4 1 2 6 ●

N A GI
あ た ら し い ま ち の か た ち

奈 義 町

プ  ロ  モ  ー  シ ョ ン  動  画 ➡
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　 ４ 月 か ら チ ャ イ ル ド ホ ー ム 北 側 の 多 目 的 室 か ら

南 側 の お 部 屋 に 拠 点 を 移 し 、 活 動 す る 自 主 保 育 「 た

け の 子 」 。

　 現 在 ９ 名 の ２ 、 ３ 才 児 さ ん が 入 会 、 新 た な メ ン

バ ー で 活 動 を ス タ ー ト し ま し た 。 天 気 の 良 い 日 は

チ ャ イ ル ド ホ ー ム 周 辺 へ お 散 歩 に 行 っ た り 、 園 庭

で み ん な で 仲 良 く 過 ご し た り し て い ま す 。 　

保 育 園 で は 、 く ま 組 が こ ど も の 日 に 向 け て 大 き な

こ い の ぼ り を 作 り ま し た 。

子 ど も た ち の 身 長 よ り 大 き な 模 造 紙 に 好 き な 色

で 模 様 を 描 き 、 そ の 後 、 絵 の 具 を 使 っ て 、 は じ き 絵 を

楽 し み ま し た 。 カ ラ フ ル に た く さ ん の 色 を 使 う 子 や

「 私 は ピ ン ク ！ 」 と 好 き な 色 で 描 く 子 な ど 、 思 い 思 い

に の び の び と 描 い て い ま し た 。 お 友 だ ち と 協 力 し て

色 塗 り を し て い る 姿 も 見 ら れ 、 微 笑 ま し か っ た で す 。

４ 月 ８ 日 、 リ ン デ ン バ ー ム さ ん の お

庭 で 、 桜 の 花 の 見 学 を し ま し た 。 毎 年 、

中 央 東 幼 稚 園 の 年 長 児 が 見 学 さ せ て

い た だ い て い ま す 。 た く さ ん の 桜 に

「 わ ぁ 、 き れ い 」「 花 び ら が 降 っ て き た 」

と 喜 び 、「 こ の 根 っ こ か ら 、 新 し い 桜 の

芽 が で と る 」 と 、 新 し い 発 見 を し ま し

た 。 記 念 撮 影 を し て 少 し 足 を 延 ば す

と 鯉 を 飼 っ て い る 方 が 声 を か け て く

だ さ い ま し た 。「 大 き い 魚 が お る 」「 赤

や 黄 色 じ ゃ 」「 白 い の も お る よ 」 と 、 興

味 津 々 で 鯉 を 見 て い ま し た 。 地 域 の

方 に 声 を か け て い た だ き 、 様 々 な 場 に

出 会 え る こ と は 子 ど も た ち に と っ て

良 い 学 び と な り ま す 。 園 外 保 育 に 出

か け 、 園 児 に は 奈 義 町 の 良 さ に た く さ

ん 気 づ い て 欲 し い で す 。

新 し い お 部 屋 で ス タ ー ト し ま し た ！チ ャ イ ル ド
ホ ー ム

新 し い 発 見 が い っ ぱ い ！幼 稚 園

子  ど  もど も だ よ り

C hil d N e w s

み ん な で こ い の ぼ り を 作 り ま し た ！保 育 園
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　 ３ 月 ４ 日 か ら の 長 い 休 校 と 春 休 み が 終 わ り 、 ４ 月 ７ 日

に は 令 和 ２ 年 度 １ 学 期 の 始 業 式 を 行 い ま し た 。 ま た 、 ４

月 ９ 日 に は 、 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の た め 規 模

の 縮 小 ･ 時 間 短 縮 の 対 応 に は な り ま し た が 、 晴 れ や か に 入

学 式 も 行 う こ と が で き ま し た 。 生 徒 1 1 5 名 、 教 職 員 3 2 名

で の ス タ ー ト と な っ て い ま す 。

　 今 年 度 の 奈 義 中 学 校 の ス ロ ー ガ ン は 、 生 徒 会 活 動 方 針

と 同 じ 『 挑 む 』 で す 。 ① 当 た り 前 の こ と を 続 け る こ と に “ 挑

む” 　 ② 新 し い こ と に 勇 気 を 持 っ て “ 挑 む” 　 ③ 困 難 に も 怯

ま ず “ 挑 む” 。 昨 年 度 の ス ロ ー ガ ン 『 凡 事 徹 底 』 も 大 切 に し

て い き な が ら 、 新 た な こ と に も “ 挑 む” こ と で 大 き な 成 長

に つ な げ て い き ま す 。 今 年 度 も 奈 義 中 学 校 の 活 躍 を 期 待

し て く だ さ い 。

新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 。

２ ・ ３ 年 生 の 代 表 が 、 生 徒 会

の 活 動 や 部 活 動 、1 年 間 の 学

校 行 事 を 紹 介 し ま し た

新 入 生 受 付 で は 、3 年 生 の 生 徒 会 役 員 が 入 学 し て く る

後 輩 た ち を 楽 し み に 待 っ て い ま し た

入 学 式 後 の 初 め て の 学 活

令 和 ２ 年 度 １ 学 期 が ス タ ー ト し ま し た !中 学 校

　 ４ 月 ７ 日 始 業 式 を 、 ４ 月 ８ 日 入 学 式 を 行 い ま し た 。 満

開 の 桜 と 絶 好 の 晴 天 に 恵 ま れ 、 ピ カ ピ カ の １ 年 生 4 3 名 を

迎 え 全 校 児 童 3 0 5 名 、 教 職 員 4 3 名 で 待 ち に 待 っ た 令 和 ２

年 度 の 新 学 期 が ス タ ー ト し ま し た 。 １ か 月 あ ま り 子 ど も

た ち の 姿 の な か っ た 教 室 に 、 子 ど も た ち の 元 気 な 笑 顔 と

楽 し げ な 声 が 響 き 渡 り 、 学 校 中 が 春 を 迎 え た 喜 び に 溢 れ

ま し た 。

　 今 月 は ３ 年 生 の 紹 介 で す 。 中 学 年 に レ ベ ル ア ッ プ し た

３ 年 生 は 、 校 舎 の ２ 階 デ ビ ュ ー を し ま し た 。 学 習 面 で は 、

観 察 や 実 験 が ド キ ド キ の 「 理 科 」 と 、 地 域 学 習 や 見 学 が ワ

ク ワ ク の 「 社 会 」 が ス タ ー ト し ま す 。 ま た 、 音 楽 で は リ コ ー

ダ ー が 、 国 語 で は 毛 筆 習 字 が 始 ま り 、 外 国 語 学 習 も 週 １ 回

に ！

　 も う 、 ど れ も こ れ も 興 味 津 々 、 や る 気 満 々 の 毎 日 で す 。

３ 年 生 は 「 助 け 合 い 、 笑 顔 い っ ぱ い 、 心 の ハ ー モ ニ ー 」 を 合

言 葉 に １ 年 間 が ん ば り ま す 。

子 ど も た ち の 元 気 な 声 が 響 き 渡 り ま し た ！小 学 校
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町 長 室 か ら

    こ ん に ち は

ー シ リ ー ズ 1 0  ー

４ 月 1 0 日 、 臨 時 議 会 に お き ま し

て 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策

の 予 算 承 認 を い た だ き ま し た 。

こ の 感 染 症 は 世 界 中 に 蔓 延 し て

お り 、 患 者 は 約 3 0 0 万 人 に 達 し 、 さ

ら に 広 が っ て い ま す 。

日 本 で は 、 都 市 部 に 続 き ４ 月 1 6

日 、 全 国 に 緊 急 事 態 宣 言 が 出 さ れ 、

感 染 者 数 は １ 万 ３ 千 人 を 超 え 、 死 亡

者 は 3 7 2 人 （ ４ 月 2 6 日 現 在 ） と な っ

て い ま す 。 死  亡  率 は ２ ％ 強 と な っ て

い ま す の で 、 万 が 一 、 奈 義 町 で 蔓 延

し た 場 合 、 死 者 数 は 1 0 0 人 を 超 す

心 配 が あ り ま す 。 奈 義 町 か ら 決 し

て 感 染 者 を 出 し て は な り ま せ ん 。

町 民 皆 さ ん と 一 緒 に 強 い 思 い で 立

ち 向 か わ な く て は な り ま せ ん 。

す で に 、 子 ど も た ち や 保 護 者 の

方 々 に 臨 時 休 校 で 負 担 を お か け し 、

町 内  の  飲  食  店 ・ 宿  泊  業  者  等 に は  大

き な 経  済  的  影  響  が  生 じ て い ま す 。

さ ら に 、 衛 生 用 品 購 入 や 外 出 自

粛 な ど 経 済 的 、 精 神 的 負 担 も お 願

い し て い ま す 。

こ こ で 、 先 人 の 方 々 の ご 尽 力 で

積 み 立 て ら れ た 基 金 を 活 用 し て 、

一 人 ひ と り に 5, 0 0 0 円 の 給 付 金 を

ナ ギ フ ト カ ー ド に 振 り 込 み 、 個 人

と 地 域 経 済 の 支 援 を す る こ と に し

ま し た 。

短 時 間 で 実 施 で き る こ と 、 ま た

役 場 で の 密 閉 ・ 密 集 ・ 密 接 が 避 け

ら れ 、 事 務 経 費 も 抑 え る こ と が で

き ま し た 。 こ の よ う に で き る こ と

か ら 取 り 組 ん で い ま す 。

こ の 給 付 金 を ご 活 用 い た だ き 、

奈 義 町 か ら 一 人 も 感 染 者 を 出 さ な

い 取 り 組 み を 町 民 全 員 が ワ ン チ ー

ム と な っ て 進 め て 参 り ま し ょ う 。

自 衛 隊 活 動 報 告

日 本 原

駐 屯 地 日 誌

ー N o. 0 1  ー

● 自 衛 隊 入 隊 式

陸 上 自 衛 隊
　 ４ 月 ７ 日 、 陸 上 自 衛 隊 日 本 原 駐

屯 地 で 自 衛 官 候 補 生 3 8 人 の 入 隊

式 が 行 わ れ ま し た 。 新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス の 感 染 防 止 の た め 、 家 族 や

外 部 の 来 賓 は 招 か ず 、 駐 屯 地 幹 部 、

教 育 担 当 者 等 の 最 小 人 数 で 出 席 者

は 全 員 マ ス ク 着 用 で 開 催 さ れ ま し

た 。 ま た 会 場 の 体 育 館 で は 隊 員 同

士 の 間 隔 を 空 け て 席 を 配 置 し 、 常

時 換 気 を 行 い な が ら の 式 と な り ま

し た 。

　 駐 屯 地 司 令 の 中 川 理 一 等 陸 佐 が

川 﨑 雄 揮 さ ん へ 辞 令 を 手 渡 し た

後 、 矢 吹 祐 弥 さ ん が 宣 誓 を 行 い ま

し た 。 中 川 司 令 か ら は 「 今 後 さ ま

ざ ま な 困 難 が 諸 君 ら を 待 ち 構 え て

い る だ ろ う 。 決 し て 一 人 で は 乗 り

越 え る こ と が で き な い 。 お 互 い を

尊 重 し 、 手 を 重 ね 合 い 、 時 に は 切 磋

琢 磨 し 、 同 期 の 絆 を 築 き 、 立 派 な 自

衛 官 に 成 長 し て 欲 し い 」 と 激 励 の

言 葉 が あ り ま し た 。

　 自 衛 官 候 補 生 は 基 礎 教 育 を 約 ３

か 月 受 け た 後 、 各 駐 屯 地 に 配 属 さ

れ ま す 。
か わ さ き ゆ う き

な か が わ ま こ と

や ぶ き ゆ う や

1 82 0 2 0 年 ５ 月 号



見 や す い
広  報  紙  に な る よ う
が ん  ば  り ま  す ！

親 し み の あ る
読 み や す い 紙 面 に
な る よ う に
が ん  ば  り ま  す ！

古 希 越 え の
赤  ペ  ン  先  生 ！
ボ ケ 防 止 を 兼 ね て
校  正  が ん  ば  り ま  す ！

広 報 紙 に つ い て 、
お  気 付 き の こ と な ど
あ り ま し た ら  、
教 え て い た だ け る と
嬉  し  い  で  す ！

一 生 懸 命
が ん  ば  り ま  す ！

私 た ち が

広 報 委 員 で す ！

　 令 和 ２ 年 度 か ら ２ 年 間 の 任 期 で

広 報 委 員 を 委 嘱 さ れ ま し た 。

　 町 民 の 皆 さ ま に 隅 か ら 隅 ま で 読

ん で い た だ け る 、 来 月 号 が 楽 し み

だ 、 待 ち 遠 し い と 言 っ て も ら え る

広 報 紙 作 り を 目 指 し て 、 職 員 の 方

の お 手 伝 い を し な が ら 見 や す い 広

報 紙 に な る よ う 、 委 員 ５ 名 も 力 を

合 わ せ が ん ば っ て い き た い と 思 い

ま す 。 ２ 年 間 よ ろ し く お 願 い い た

し ま す 。

お 世 話 に な り ま す

地 域 お こ し 協 力 隊 活 動 報 告

奈 義 を み ん な で

も り あ げ 隊 ！

ー N o. 0 1  ー

地 域 お こ し 協 力 隊

ザ ン ビ ア で の 暮 ら し は 、

と て も 刺 激 的 な も の で 、

素 敵 な 思 い 出 が

た く さ ん あ り ま す

は じ め ま し て 。 久 保 山 幸 輝 で す 。

４ 月 か ら 奈 義 町 の 地 域 お こ し 協

力 隊 と し て 働 き 始 め ま し た 。 よ ろ

し く お 願 い し ま す 。

大 阪 府 能 勢 町 と い う 大 阪 最 北 端

の 田 舎 の 町 で 育 ち ま し た 。

大 学 卒 業 後 は 、 京 都 府 の 小 学 校

で 教 師 を し て い ま し た 。 そ の 後 、

青 年 海 外 協 力 隊 と し て ア フ リ カ の

ザ ン ビ ア と い う 国 に 行 き 、 現 地 の

学 校 で 算 数 を 教 え て い ま し た 。 地

域 の 人 と 協 力 し て 活 動 し た り 、 役

に 立 つ こ と が で き た こ と が 嬉 し

か っ た で す 。 奈 義 町 で も 町 民 の 皆

さ ん と た く さ ん 関 わ り 、 力 に な れ

る よ う に 頑 張 っ て い き ま す 。 こ れ

か ら 奈 義 町 の P R や 、 楽 し い こ と を

企 画 し て い き た い と 考 え て い ま

す 。 奈 義 町 の 良 さ や 、 こ ん な こ と

が で き れ ば お も し ろ い と い う ア イ

デ ィ ア が あ れ ば 教 え て く だ さ い 。

普 段 は ナ ギ テ ラ ス に い る こ と が

多 く な る と 思 い ま す が 、 自 転 車 に

乗 っ て 町 内 を 回 っ て い る こ と も あ

り ま す 。 見 か け た と き は 声 を か け

て く だ さ い 。

く 　 ぼ や ま こ う き

● 委 員 長  岡 　 本 　 久 美 子 （ 西 　 原 ） 　 中 央

● 副 委 員 長  頼 　 實 　 弥 　 生 （ 荒 内 西 ） 　 左 か ら ２ 番 目

● 委 員  永 　 幡 　 英 　 明 （ 皆 　 木 ） 　 左 端

 中 　 務 　 和 　 人 （ 広 　 岡 ） 　 右 か ら ２ 番 目

 粟 　 井 　 多 美 子 （ 成 　 松 ） 　 右 端
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講 師

  

　 関

　 内

 

　 　
惇

 先 生

一 夜 に て 雪 景 色 の 朝 春 の
　 雪 陽 ざ し と と も に 跡 か た も な し　 　 　 　 　 　 　 　 　

大

　 西

　 輝

　 枝

暖 冬 に 育 ち 過 ぎ た る 白 菜 を
　 親 子 二 人 が 日 を か け て 食 む　 　 　 　 　 　 　 　 　

赤

　 堀

　 敦

　 子

鉢 植 の と げ も つ 枝 に 咲 き こ ぼ れ
　 香 る は う れ し し だ れ 梅 な り　 　 　 　 　 　 　 　 　

平

　 田

　 恵

　 子

世 界 中 新 型 「 コ ロ ナ 」 で 大 混 乱
　 人 の 叡 知 で 撲 滅 し た い　 　 　 　 　 　 　 　 　

森

　 　
能 理 子

飼 ひ 猫 に 支 配 さ れ つ つ わ が 老 い て
　 猫 と 取 り 合 ふ ソ フ ァ ー の 位 置　 　 　 　 　 　 　 　 　

高

　 取

　 尚

　 子

（ 提 出 順 ）

一 筆 に 一 魂 籠 め る 卒 路 春
　 　 　 　 　 　 　 　 　

上

　 原

　
じ 江

古 里 に 花 の 山 あ り 帰 る べ し
　 　 　 　 　 　 　 　 　

岡

　 野

　 真

　 青

畑 打 つ や 山 鳩 の 声 や は ら か に
　 　 　 　 　 　 　 　 　

上

　 原

　 民

　 子

春 場 所 や 傷 つ い て 尚 奮 い 立 つ
　 　 　 　 　 　 　 　 　

廣

　 友

　 美 枝 子

ほ こ ろ び て 空 よ り 枝 垂 れ 桜 か な
　 　 　 　 　 　 　 　 　

内

　 藤

　 　 　

恵

来 年 と 言 へ ぬ 齢 の 春 約 す
　 　 　 　 　 　 　 　 　

福

　 元

　 禮

　 子

桜 桃 の 思 い 出 話 七 回 忌
　 　 　 　 　 　 　 　 　

松

　 岡

　 一 蹴 斉

晴 天 の 風 と 遊 ん で 花 菜 畑
　 　 　 　 　 　 　 　 　

柴

　 田

　 つ る 子

満 開 の 花 の 城 址 を 空 に 置 き
　 　 　 　 　 　 　 　 　

髙

　 村

　 蔦

　 青

さ く ら ん ぼ

四

　 月

　 短

 歌

 会

四

　 月

　 俳

 句

 会

　 今 月 の お 元 気 高 齢 者 は 、  皆木 地 区 の い き い き 百 歳 体 操の 皆 さ ん な ん じ ゃ あ 。 毎 週月 曜 日

の

1 0時 か ら コ ミ ュ ニ

テ ィ ハ ウ ス で 体 操 し ょ ん さん じ ゃ そ う な 。 次 は ど っ ちの 足 に 重 り を つ け た ら え えん や ら わ か ら ん よ う に な った 人 に ぁ 、  声 よ う か け て 、  手ご う し た り し て 仲 よ う 助 け

お う て え え 感 じ な ん じ ゃ 。歌 も え え 声 が 出 と る し な ぁ

。

4 0分 ほ ど の 体 操 が 終 わ る と

「 あ あ 気 持 ち よ か っ た 。 体 も心 も 軽 う な る な ぁ 」  ゆ う 声 があ が っ た ん じ ゃ 。 こ れ か らも 、  仲 よ う 続 け て ん よ う 。
生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

v ol. 2 1那 岐 山 の 麓 は …

  お 元 気 高 齢 者 ば あ じ ゃ

2 02 0 2 0 年 ５ 月 号



● ６ 月 号 は ５ 月 1 0 日 ㈰ が 締 め

　 切 り で す 。 ま  た 、 町 ・ 広 報

　 委 員 会 に 対 す る ご 意 見 ・

ご 提 案 を 募 集 し て い ま す 。

奈 義 町 役 場
7 0 8 - 1 3 9 2

住 所  ・  氏 名  ・  年 齢
（ 学 年 ）  ・  電 話 番 号

広 報 委 員 会

 行

切 手

募  集

意 見 ・ 提 案

サ ー ク ル 紹 介

※ 電 話 で 必 ず ご 確 認 く だ さ い 。

3 日

火 　 　 　 災 　 　 　 出 　 　 　 動

奈 義 町 内 津 山 圏 域 内

月

累

　 計

月

累

　 計

建 　 物

林 　 野

そ の 他

建 　 物

林 　 野

そ の 他

建 　 物

林 　 野

そ の 他

建 　 物

林 　 野

そ の 他

３ ３

件

1 7

件

2 6

件

0

件

0

0 件

0 件

0 件

6 件

4 件

7 件

0 件

0 件

0 件

1 2 件

4 件

1 0 件

奈 義 町 内 津 山 圏 域 内

累 計

件 　 数 搬 送 人 員 搬 送 人 員件 　 数

３ 月 1 6 件

4 9 件

1 6 人

4 8 人

5 1 6 件

1, 7 9 1 件

4 8 2 人

1, 6 6 2 人

救 　 　 　 急 　 　 　 出 　 　 　 動

日 本 原 病 院
津 山 市 日 本 原   ☎ 3 6 - 3 3 1 1

4 日
野 々 上 医 院
奈 義 町 滝 本 　 ☎ 3 6 - 8 2 8 2

5 日
太 平 台 医 院
勝 央 町 平 　 ☎ 3 8 - 5 7 7 5

6 日
大 村 医 院
勝 央 町 勝 間 田 　 ☎ 3 8 - 2 0 5 8

1 0 日
さ と う 記 念 病 院
勝 央 町 黒 土 　 ☎ 3 8 - 6 6 8 8

1 7 日
さ と う 記 念 病 院
勝 央 町 黒 土 　 ☎ 3 8 - 6 6 8 8

2 4 日
小 坂 田 医 院
勝 央 町 勝 間 田 　 ☎ 3 8 - 2 0 4 3

3 1 日
勝 北 診 療 所
津 山 市 杉 宮 　 ☎ 2 9 - 2 3 2 4

● 問 い 合 わ せ 先 　 役 場 総 務 課 　 ☎ 3 6 - 4 1 1 1  ●

命 を 守 る 行 動 を ! !
災 害 に 備 え る

香 典 返 し と し て
滝 　 本 ・ 岡 　 部 　 美 代 子 （ 亡 母 ・ 喜 美 重 ）

豊 　 沢 ・ 森 　 安 　 二 　 子 （ 亡 母 ・ 千 鶴 ）

行 　 方 ・ 鷲 　 田 　 智 　 子 （ 亡 義 父 ・ 眞 一 ）

皆 　 木 ・ 皆 　 木 　 康 　 良 （ 亡 母 ・ 房 子 ）

豊 　 沢 ・ 岸 　 本 　 正 　 人 （ 亡 母 ・ 愛 子 ）

馬 　 桑 ・ 草 　 苅 　 元 　 践 （ 亡 母 ・ き み 江 ）

中 島 西 ・ 岡 　 部 　 利 　 邦 （ 亡 母 ・ 章 子 ）

広 　 岡 ・ 前 　 原 　 直 　 樹 （ 亡 子 ・ 脩 人 ）

社 会 福 祉 の た め に
滝 　 本 ・ 第 1 3 戦 車 中 隊 曹 友 会

津 山 市 ・ 株 式 会 社 五 月 工 建

　 　 　 　 （ マ ス ク 1, 0 0 0 枚 ）

ご 結 婚 お め で と う ご ざ い ま す

高 　 円 　 ・ 　 岡 　 本 　 大 　 輔
　 　 　 　 　 　 （ 前 川 ） 美 　 紀 （ 美 作 市 ）

豊 　 沢 　 ・ 　 髙 　 橋 　 竜 　 也 （ 美 咲 町 ）
　 　 　 　 　 　 （ 高 井 ） 雅 　 美

死 亡 お く や み 申 し 上 げ ま す

豊 　 沢 　 ・ 　 岸 　 本 　 愛 　 子 （ 8 1 歳 ）

荒 内 西 　 ・ 　 早 　 野 　 英 　 子 （ 9 0 歳 ）

高 　 円 　 ・ 　 松 　 岡 　 貞 　 子 （ 9 6 歳 ）

滝 　 本 　 ・ 　 芦 　 田 　 初 　 惠 （ 9 9 歳 ）

馬 　 桑 　 ・ 　 延 　 原 　 五 重 子 （ 7 3 歳 ）

豊 　 沢 　 ・ 　 三 　 宅 　 　 　 佑 く ん

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 亨 ・ 佐 世 子 ）

中 島 西 　 ・ 　 花 　 房 　 勇 　 輔 く ん

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 和 実 ・ 裕 世 ）

豊 　 沢 　 ・ 　 延 　 江 　 律 　 珂 ち ゃ ん

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 拓 弥 ・ 穂 花 ）

お 誕 生 お め で と う ご ざ い ま す
ゆ う

ゆ う 　 　 す け

り っ か  

（ 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 現 在 ）

2, 4 5 9 世 帯

5, 7 8 7 人 （ 先 月 比 較 － 6 5 人 ）  

人 　 口

男 性 2, 8 6 1 人  女 性 2, 9 2 6 人

世 帯 数

休 日 当 番 医 5 月 消 防 1 1 9 コ ー ナ ー
● 津 山 圏 域 消 防 組 合

（ 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 現 在 ）

奈 義 町

映 像 配 信 中 ！P R

友 だ ち
募 集 中 ‼

さ と 丸 く ん

LI N E
ス タ ン プ

➡な ぎ 町 P R 動 画

➡ ➡

役 場 人 事 異 動

出 納 室 　 　 室 長 　 　 井 戸 　 勝 　 （ 議 会 事 務 局 ）

学 校 司 書 　 学 事 課 （ 兼 ） 　 参 事 　 　 松 村 　 謙

      　 　 　 （ 学 芸 図 書 課 ）

４ 月 号 に お い て

掲 載 に 誤 り が あ り ま し た

行 政 機 関 か ら 提 供 さ れ る 防 災 情 報 に つ い て 確 認 し ま し ょ う 。

警 戒 レ ベ ル 避 難 行 動 等 避 難 情 報 等

警 戒 レ ベ ル ５
既 に 災 害 が 発 生 し て い る 状 況 で す 。
命 を 守 る た め の 最 善 の 行 動 を と り ま し ょ う 。

災 害 発 生 情 報
（ 市 町 村 が 発 令 ）

警 戒 レ ベ ル ２ 避 難 に 備 え 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ 等 に よ り ､ 自
ら の  避  難  行  動 を 確  認 し ま し ょ う 。

洪 水 注 意 報
大 雨 注 意 報

（ 気 象 庁 が 発 表 ）

警 戒 レ ベ ル １ 災 害 へ の 心 構 え を 高 め ま し ょ う 。 警 報 級 の 可 能 性
（ 気 象 庁 が 発 表 ）

警 戒 レ ベ ル ３

高 齢 者 等 は 避 難

避 難 に 時 間 を 要 す る 人 （ ご 高 齢 の 方 、
障 害 の あ る 方 、 乳 幼 児 等 ） と そ の 支 援

者 は 避 難 を 開 始 し ま し ょ う 。 そ の 他
の 人 は 、 避 難 の 準 備 を 整 え ま し ょ う 。

避 難 準 備 ・
高 齢 者 等 避 難 開 始
（ 市 町 村 が 発 令 ）

警 戒 レ ベ ル ４

全 員 避 難

速 や か に 避 難 場 所 へ 避 難 を し ま し ょ

う ｡ 避 難 場 所 ま で の 移 動 が 危 険 と 思 わ
れ る 場 合 は 近 く の 安 全 な 場 所 へ の 避

難 や 、 自 宅 内 の よ り 安 全 な 場 所 に 避 難
を し ま し ょ う 。

避 難 勧 告
避 難 指 示 （ 緊 急 ）

（ 市 町 村 が 発 令 ）

３ 月 1 6  日   ～  ４ 月 1 5  日  受  付 （ 敬 称 略 ）

ご 寄 付 あ り が と う ご ざ い ま し た

● 町 社 会 福 祉 協 議 会

戸 籍 の 窓

３ 月 1 6  日   ～  ４ 月 1 5  日  受  付 （ 敬 称 略 ）

2 1 2 0 2 0 年 ５ 月 号



奈 義 小 学 校 ６ 年 生

森 安 　 冠 仁 く ん  （ 豊 　 沢 ）

も り や す か ん じ

森 安 く ん の 作 文 「 父 と の 挑 戦 」 が 、「 第 7 0 回 お か

山 っ 子 特 別 賞 」 の 「 日 本 放 送 協 会 岡 山 放 送 局 長 賞 」

を 受 賞 さ れ ま し た 。

森 安 く ん は 作 文 の 中 で 、 晴 れ の 国 岡 山 チ ャ レ ン

ジ ウ ォ ー キ ン グ 親 子 の 部 に お 父 さ ん と 参 加 し 、「 絶

対 無 理 だ と 思 っ て い た こ と に 挑 戦 し た こ と 、 先 が

見 え な い 道 で も と に か く 前 に 前 に 進 み 、 ゴ ー ル で

き た こ と は 、 ぼ く の 自 信 に な っ た 。 挑 戦 さ せ て く

れ た 父 に 感 謝 し て い る 」 と 、 チ ャ レ ン ジ 中 に 何 度

も 涙 が 出 て き て 諦 め か け た が 、 家 族 の 支 え が あ り 、

4 3 キ ロ を 完 歩 で き た こ と を 綴 っ て い ま す 。 諦 め

ず に 最 後 ま で や り 遂 げ た 喜 び や 感 謝 の 気 持 ち を 素

直 に 表 現 し て い る こ と が 評 価 さ れ 今 回 の 受 賞 と な

り ま し た 。

森 安 く ん は 文 章 を 書 く と き 「 話 し 言 葉 に な ら な

い よ う に す る こ と 。 初 め て 読 む 人 で も 、 わ か り や

す く 、 そ の 場 を 想 像 し や す い よ う に 文 章 を 組 み 立

て る こ と 」 を 意 識 し て い る そ う で す 。

小 さ い 頃 か ら リ ー ダ ー と し て み ん な を 引 っ 張 っ

て い く こ と が 好 き と 話

し て い た 森 安 く ん は ５

年 生 か ら 児 童 会 執 行 部

に 所 属 し 、 あ い さ つ

タ ッ チ 運 動 や ベ ル マ ー

ク 集 め な ど の 仕 事 を が

ん ば っ て い ま す 。 何 事

に も 熱 心 に 取 り 組 む 森

安 く ん の 今 後 の 活 躍 に

期 待 し て い ま す 。

第 7 0 回 「 お か 山 っ 子 」 特 別 賞 　

日 本 放 送 協 会 岡 山 放 送 局 長 賞 受 賞

中 尾 　 栄 太 く ん
な か お は る と

2 1 日 生 ま れ （ 上 町 川 ）

★ あ っ と い う 間 に 一 歳 ！ 元 気
に 大 き く な っ て ね 。

投 稿 者 　 母 ： 愛 紗 さ ん

有 元 　 梓 乃 ち ゃ ん
あ り も と し の

1 9 日 生 ま れ （ 高 円 ）

★ 生 ま れ て き て く れ て あ り が
と う 。 大 好 き だ よ ♡

投 稿 者 　 母 ： ゆ か り さ ん

須 一 　 湊 斗 く ん
す い ち み な と

2 2 日 生 ま れ （ 豊 沢 ）

★ こ れ か ら も 笑 顔 い っ ぱ い 元
気 に 大 き く な っ て ね 。

投 稿 者 　 母 ： 優 さ ん

溝 ノ 上 　 桜 彩 ち ゃ ん
のみ ぞ う え さ く ら

1 7 日 生 ま れ （ 豊 沢 ）

★ ニ コ ニ コ 穏 や か で 愛 嬌 あ る
桜 彩 ち ゃ ん 大 好 き ♡

投 稿 者 　 母 ： 由 衣 さ ん

１ 歳  で  ～  す

こ  ん  な  に  大  き く な り ま し た

わ

が
家 の ア イ ド ル

平 成 3 1 年 ４ 月 生 ま れ 

お ひ つ じ 座 お う し 座

子 育 て 応 援 宣 言 の ま ち

が ん ば る 子 ど も た ち を み ん な で 応 援 し ま し ょ う ！

子 育 て す る な ら 奈 義 町 で

V ol. 1 8

令 和 ２ 年 ５ 月 号 　 　 第 7 6 2 号

「 広 報 N A GI 」 は 、 地 球 温 暖 化 、 天 然 資 源 の 枯 渇 な ど 環 境 問 題 に 取 り 組 む た め 再 生 紙 を 使 用 し 、 経 費 節 減 ・ ご み 発 生 抑 制 に 努 め て い ま す 。

〒 7 0 8 -1 3 9 2   岡 山 県 勝 田 郡 奈 義 町 豊 沢3 0 6 -1 　 ☎ （ 0 8 6 8 ）3 6 － 4 1 2 6

　 （ 0 8 6 8 ）3 6 － 6 7 7 1h t t p: / / w w w. t o w n. n a gi. o k a y a m a.j p / 　 　 E- m ail: k o u h o u @ t o w n. n a gi.l g.j p

2 22 0 2 0 年 ５ 月 号



※ 休 日 の ＜     ＞ は 当 番 医 　 ゴ ＝ ご み 中 継 受 付  ※ 休 日 の ＜     ＞ は 当 番 医 　 ゴ ＝ ご み 中 継 受 付  

7 木 1 金
1 1 月 8 金
1 4 木 1 2 火
1 8 月 1 5 金
2 1 木 1 9 火
2 5 月 2 2 金
2 8 木 2 6 火
6 / 1 月 2 9 金

6 / 2 火

情 報 企 画 課 税 務 住 民 課 地 域 整 備 課 出 納 室

議 会 事 務 局 学 事 課 文 化 セ ン タ ー 海 洋 セ ン タ ー 保 健 相 談 セ ン タ ー
3 6 - 4 1 9 1 3 6 - 4 1 9 5 3 6 - 3 0 3 4 3 6 - 3 3 0 0 こ ど も ・ 長 寿 課 3 6 - 6 7 0 0

ビ カ リ ア ミ ュ ー ジ ア ム

3 6 - 4 1 1 9 3 6 - 3 9 7 7 3 6 - 8 0 8 0 3 6 - 8 8 1 1 3 6 - 7 3 1 1

町 の こ よ み町 の こ よ み
令 和 2 年 ( 2 0 2 0 )令 和 2 年 ( 2 0 2 0 )

55
施 設 の 休 館 日

文 … 毎 週 月 曜 日 ・ 祝 日
海 ・ 美 ・ 図 ・ 　   毎 週 月 曜 日 ・
ビ ・ 山 ・ ナ      　    祝 日 の 翌 日
ウ … 毎 週 月 曜 日月役 ＝ 役 場 　 保 ＝ 保 健 相 談 セ ン タ ー 　 図 ＝ 図 書 館 　 美 ＝ 美 術 館

山 ＝ 山 の 駅 　 海 ＝ 海 洋 セ ン タ ー 　 ビ ＝ ビ カ リ ア ミ ュ ー ジ ア ム
文 ＝ 文 化 セ ン タ ー 　 ウ ＝ ウ ォ ー キ ン グ プ ー ル 　 衛 ＝ 旧 東 部 衛 生 施 設

M a yM a y 皐 月
サ ツ キ

武 ＝ 武 道 館 　 　 ナ ＝ ナ ギ テ ラ ス 　 　 チ ャ ＝ チ ャ イ ル ド ホ ー ム

4 / 2 6 先 勝 4 / 2 7 友 引 4 / 2 8 先 負

土

S u n d a y M o n d a y T u e s d a y W e d n e s d a y T h u r s d a y F ri d a y S at u r d a y

日 月 火 水 木 金

2 先 勝
昭 和 の 日

4 / 2 9 仏 滅 4 / 3 0 大 安 1 赤 口

3 友 引 4 先 負 5 仏 滅 9 友 引
憲 法 記 念 日 み ど り の 日 こ ど も の 日 振 替 休 日

6 大 安 7 赤 口 8 先 勝

大 正 琴 さ く ら 、 太 鼓 扇 舞 、 陶 芸

1 0 先 負 1 1 仏 滅 1 2 大 安 1 3 赤 口 1 4
＜ 日 本 原 病 院 ＞ ＜ 野 々 上 医 院 ＞ ＜ 太 平 台 医 院 ＞ ＜ 大 村 医 院 ＞

先 勝 1 5 友 引 1 6 先 負

ノ ー レ ジ 袋 デ ィ ゴ( 衛 ： 1 6: 0 0 ～ 1 6: 4 5 ）

交 通 安 全 日

 イ ン グ リ ッ シ ュ
グ ロ ー バ ル キ ッ ズ

太 鼓 、 ら く ら く ピ ア ノ 郷 土 の 歴 史 を 知 る 会 民 舞 大 正 琴 さ く ら 、 太 鼓 扇 舞
 俳 句 、 大 正 琴 さ く ら

1 7 仏 滅 1 8 大 安 1 9 赤 口 2 0 先 勝 2 1
＜ さ と う 記 念 病 院 ＞

友 引 2 2 先 負 2 3 仏 滅

ゴ( 衛 ： 1 6: 0 0 ～ 1 6: 4 5 ） 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 相 談 ゴ( 衛 ： 1 6: 0 0 ～ 1 6: 4 5 ） 農 業 委 員 会 （ 役 ： 1 4: 0 0 ～ ）

行 政 ・ 悩 み ご と ・ 心 配 ご と 相 談 日

（ 文 ： 1 0 ： 0 0 ～ 1 5 ： 0 0 ）

イ ン グ リ ッ シ ュ
（ 文 ： 1 0 ： 0 0 ～ 1 5 ： 0 0 ）

グ ロ ー バ ル キ ッ ズ
太 鼓 大 正 琴 さ く ら 大 正 琴 さ く ら 、 太 鼓 扇 舞

2 4 大 安 2 5 赤 口 2 6 先 勝 2 7 友 引 2 8

＜ さ と う 記 念 病 院 ＞

先 負 2 9 仏 滅 3 0 大 安

ゴ( 衛 ： 1 6: 0 0 ～ 1 6: 4 5 ）

＜ 小 坂 田 医 院 ＞

3 1 赤 口
交 通 安 全 日

太 鼓 、 ら く ら く ピ ア ノ 大 正 琴 さ く ら 民 舞 大 正 琴 さ く ら 、 太 鼓 英 語 村 、 扇 舞

　 今 月 の 納 税 等今 月 の 納 税 等可 燃 ご み 収 集
西 地 区 東 地 区 項 　 　 目

＜ 勝 北 診 療 所 ＞

固固 定定 資資 産産 税税 第 1 期第 1 期 5 / 2 55 / 2 5 （ 月 ）（ 月 ） 6 / 16 / 1

期 別 振 替 日 納 期 限

軽軽 自自 動動 車車 税税 全  期全  期 5 / 2 55 / 2 5 （ 月 ）（ 月 ） 6 / 16 / 1 （ 月 ）（ 月 ）

（ 月 ）（ 月 ）

上上 水水 道道 料料 金金 ―― 5 / 2 55 / 2 5 （ 月 ）（ 月 ） 5 / 2 55 / 2 5 （ 月 ）（ 月 ）

※ 日 程 は 変 更 す る 場 合 が あ り ま す の で 必 ず お 確 か め く だ さ い 。

役 場 各 課
直 通 ダ イ ヤ ル

総 務 課 ・ 演 習 場 対 策 室 産 業 振 興 課
3 6 - 4 1 1 1 3 6 - 4 1 2 6 3 6 - 4 1 1 2 3 6 - 4 1 1 5

社 会 福 祉 協 議 会 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 那 岐 山 麓 山 の 駅 ウ ォ ー キ ン グ プ ー ル

3 6 - 6 3 6 3 観 光 案 内 所

3 6 - 4 1 1 4 3 6 - 4 1 9 0
3 6 - 4 1 1 3

美 術 館 ・ 図 書 館
3 6 - 5 8 1 1

ナ ギ テ ラ ス

C A L E N D A R

M E M O

…


